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1. 概 要
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1-1概要

①実施日時

・令和6年10月19日（土）～令和6年10月27日（日） 9日間

※10/18（金）オープニングセレモニー18時30分

・時間帯

10/20 （日） 10時～18時

10/21～10/24（月～木）10時～21時

10/25,26    （金・土）10時～23時

10/27 （日） 10時～18時

②実施内容 車道及び歩道の道路空間を活用する環境整備及びイベントの実施

③場 所 吾妻通り

福島駅
国
道

号

13

吾妻通り

（出典：国土地理院地図電子国土web）

さんかく広場

10/19 （土） 10時～23時
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吾妻通りほこみち社会実験

「＃中心市街地を活性化していきたい」に向けて

駅前からまちなかに伸びる主要な通りである「吾妻通り」
を対象に、まちづくりの取り組みの機運を醸成する。

道路空間を、新たな活動のフィールドへ
（参加型の体験、チャレンジ、憩い）

（“自ら” 考え、参加し、実行する
企画運営チームによる社会実験）

④狙い・目的



1-２ これまでの取り組み

＜参考資料＞企画運営チームの募集

5

市民から「企画運営チーム」を募集し、企画運営チームで企画や計画、
社会実験の実施等に取り組みました。

（市長記者会見R6.5.30 資料）
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＜参考資料＞企画運営チームの募集



7

▲企画運営チーム メンバー

※こくりナビより応募
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▼こくりナビとは
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▼企画運営チームによる会議全８回(内補足的MTG3回)

第2回WG第1回WG 効果検証MTG
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▼企画運営チームによる活動

みち活会議

ベンチ製作

美化活動
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キーワード 共感と参加！

キーワード
憩いとにぎわい
日常から非日常へ

▼企画運営チームによる取組みの様子
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1-３ コンセプトの設定

課題の設定

憩い ＝ 滞留時間

賑わい＝ マネタイズ
（沿道事業者）

将来イメージ

期待できる通り → このようなイメージ感
イメージに近づけるために
・SNS活用 → 認知してもらう（話題となるものを提供し拡散してもらう）

・にぎわってる感の演出 → “感”がつくことから、具体的な行動を定
義するのではなく、何かが起こり、興味・関心を
持ってもらう

何かに ”期待“できるような通りに！



タ ー ゲ ッ ト

狙 い
日常的に普段から利用している方々の居心地を良くすることで、通りに愛着を持っ
てもらう。
そして、非日常的にちょっとしたワクワクのイベント等を通して、普段立ち寄る機
会が少ない方々の寄り道を増やし、他の通りと連動し吾妻通りから中心市街地全体
の「憩いと賑わい」を創出する。

企画運営チーム Ｋ氏提案より

・高校生など若者を中心とした吾妻通りを利用・親しんでいる利用者

・吾妻通りに気軽に立ち寄る機会が少ない子育て中の親子

13
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ダブルミーニング

コ ン セ プ ト
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ロ ゴ
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1-4 道路空間演出の考え

憩いを与える環境づくり

・空間づくりとして、ストリートファニチャー類の設置
・シンボルツリー「梨の木」「吾妻通り」をモチーフにした統一ロゴによる目印の作成
・ジャンルにとらわれない音楽（BGM）が聴こえる通り

（日常に憩いを与え、ふと立ち寄りたくなる環境づくり）



W：6.5ｍ
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国際Ｐ東北電力

国際Ｐ東北電力

国際Ｐ東北電力

現 在

社会実験（車道・歩道利用）

社会実験（歩道のみ利用）

車道の一部を歩行者空間として活用
自転車通行帯を休憩スペースとして活用

自転車通行帯を休憩スペースとして活用

幅員10.25 幅員4.5

幅員6.5 幅員4.5

■道路空間の再配置により実施

W：6.5ｍ→10.25ｍに拡大

現 在
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廃材を活用した憩いの場
沿道の壁面の活用

（東北電力壁面への映写）

協賛企業の協力による環境空間の創出

■什器（ファニチャー類）の設置にあたっては、廃材活用や協賛企業の協力等により実施
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1-5 賑わいづくりの考え

日常から非日常のグラデーション イベントづくり

・歩道の特性や店舗との連携を活かした賑わいづくりイベント
・さんかくストリートにちなんだ”ブランディング“の取組み

（ちょっとしたイベント等で普段の生活にワクワクを加える賑わいづくり）
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■ワクワクするイベントなどを実施
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10月18日
オープニングセレモニー

ふくしまフラッグ
ガーランドプロジェクト

19日【チルアウトガーデン】
信夫お結びマルシェ

18日・19日【チルアウトガーデン】
変電所壁面マッピング

18日〜【チルアウトガーデン】
さんかくストリートコンセプト
ウォール

19日〜27日【オープンテラス】
フードホール

デザイン：FRIDAYSCREEN
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20日【チルアウトガーデン】
ふくしまいろどりワークショップ

19日〜27日【フレンドパーク】
キッチンカーフェスティバル

19日〜27日【フレンドパーク】
秘密基地計画

20日【ワクワクルーム】
チームふくしまと遊ぼう！

19日〜27日【チルアウトガーデン】
ビニールハウスKIOSK「Hi there！」

20日【ワクワクルーム】
みずほ銀行出前講座「賢く生きる
ために知っておきたいお金の話」
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27日【フレンドパーク】
まちなか音楽祭

26日【チルアウトガーデン】
ドーナツラウンジ

26日【ワクワクルーム】
ほこみちおはなしランド
〜絵本と夢の世界〜

21日〜25日【全域】
ほこみちアンケートwithら・さんたランド

25日【フレンドパーク】
スローミュージックの夕べ

20・26・27日（土日）
【チルアウトガーデン】
ふわふわ遊具
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1-6 広報活動

■市の広報活動の他、インスタグラム、X（旧Twitter）、
Facebook等のアカウントを新設し、企画運営チームの
自由裁量により情報等を発信

Instagram（SNSまとめ Lit Link）

X（旧Twitter） Facebook

キッチンカーなどの出店希
望者との相互連絡もインス
タのダイレクトメッセージ
で実施

（福島市広報誌）

発行部数：約105,090部／月
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２．効果検証



２．効果検証

№ 調査目的 調査名 調査内容

１ 自動車交通への影響の把握
①自動車交通量調査
及び滞留長調査

・１２時間の自動車交通量を調査
・実施日（車線制限時、車線制限なし、社会実験なし）

令和６年10月20日（日）７時～１９時（車線制限有り）
令和６年10月27日（日）７時～１９時（車線制限無し）
令和６年11月 3日（日）7時～１９時（社会実験無し）

２ 歩行者交通の把握 ②歩行者交通量調査

・既往の調査に合わせて、１１時間の歩行者交通量を調査
・実施日（イベント有、イベントなし及び社会実験なし）

令和６年10月20日（日）８時～１９時(イベント有り）
令和６年10月25日（金）８時～１９時（イベント無し）
令和６年11月 1日(金)８時～１９時（社会実験無し）

３

環境施設の利用実態の把握 ③ベンチ利用実態調査
・令和６年10月19日（土）～令和６年10月27日（日） ９日間、
ベンチ等にシールボードを設置して実施

来場者の満足度等の把握 ④来場者意識調査
・令和６年10月19日（土）～令和６年10月27日（日） ９日間、
来場者にアンケート用紙を配布して実施

４ 事業者の意識の把握

⑤沿道事業者意識調査 ・イベント終了後にアンケートを実施

⑥出店者満足度調査 ・イベント終了後にアンケートを実施

⑦協賛企業意向調査 ・イベント終了後にアンケートを実施

５ 運営者等の意識の把握

⑧企画運営チーム調査 ・イベント終了後にアンケートを実施

⑨フィールド魅力度調査 ・イベント終了後にアンケートを実施

６ 広報活動の把握 ⑩SNS等の閲覧状況等 ・SNSデータ等の確認

26
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2-1-①自動車交通量及び滞留長調査

調査日 道路規制の状況
自動車交通量
（台/１２ｈ）

交差点
渋滞発生の有無

10月20日
（日曜日）

・歩道活用有
・車道規制有

1,434台 無

10月27日
（日曜日）

・歩道活用有
・車道規制無

1,398台 無

11月3日
（日曜日）

社会実験期間外

・歩道活用無
・車道規制無

1,358台 無

表 7時～19時までの12時間自動車交通量

〇社会実験による自動車交通への影響

⇒交通量に大きな変化は無く、自動車の渋滞も無し

図 調査位置図

調査個所

福
島
駅

吾妻通り
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2-2-②歩行者交通量調査

（１）社会実験による歩行者交通への影響

⇒車道規制期間は、歩行者が前年度の１．４倍に増加しました。

表 8時～19時までの11時間歩行者交通量

令和６年度歩行者交通量調査 令和6年度歩行者交通量調査（社会実験期間含）

調査日
歩行者交通量
（人/１1ｈ）

調査日 社会実験の内容
歩行者交通量
（人/１1ｈ）

10月/7月

7月５日
（金曜日）

2,７９７人
10月25日
（金曜日）

・歩道活用有
・車道規制無

2,270人 0.８１

11月1日
（金曜日）

・歩道活用無
・車道規制無

1,805人 0.６５

7月１４日
（日曜日）

２，３５８人
10月20日
（日曜日）

・歩道活用有
・車道規制有

3,364人 1.４２
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令和６年度歩行者交通量調査 令和6年度歩行者交通量調査（社会実験期間含）

調査日 天気・
気温

会場 イベント 調査日 天気・
気温

会場 イベント

7月５日
（金曜日） 晴→曇

35.5°

まちな
か広場

ふくしまミートフェ
スティバル２０２４
（～7日）
【のべ4,540人】

10月25日
（金曜日）

曇
23.5°

11月1日
（金曜日）

晴→曇
21.7° 駅前にぎわい

広場
まちなかこどもの日（商店街
連合会青年部）準備

7月１４
日

（日曜日）

曇→雨
22.0°

福島駅
東口駅
前広場
福島駅
前通り
まちな
か広場

Good Day 
Market
歩行者天国（ふくし
ま情熱通り）
第8回福島市手話ま
つり【550人】

10月20日
（日曜日）

晴
16.9°

阿武隈急行福
島駅

福島駅東口駅
前広場

駅前にぎわい
広場

福島駅前通り
まちなか広場
音楽堂・古関
裕而記念館

あぶＱウォーク
Good Day Market
Live!スマイルふくしま2024
駅前通りふくしま蚤の市
2024【5,000人】

けんぽくYOSAKOI秋マツリ
音楽堂・古関裕而記念館ホー
ムまつり

with音楽とアートクラ
フトフェスティバル

さんかくストリート▲イベント(10/20)

表 歩行者交通量調査期間の状況

日付 イベント件数

7月14日 ３件

10月20日
さんかくストリート

６件
１０件
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（２）時間帯で歩行者の流れは変わったか

⇒午前中から来訪者が訪れ、１２時頃がピークとなりました。

図 時間帯別歩行者交通量
（人）

R6.10.20（日）
社会実験有

R6.7.14（日）
社会実験無

12時頃ピーク



31

2-3-③ベンチ利用実態調査

〇ベンチの利用時間

⇒利用時間は10分未満から30分以上と様々で、多用な利用のされ方が伺えます。

⇒最も利用時間が多かったのは30分以上となっています。

図 利用時間別人数
（人）
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2-3-④来訪者アンケート

（１）どんな人が訪れたのか

⇒訪れた方は、１０代が約25％と最も多く、次いで２０～３０代となっており、比較的若い年代の
方が多く訪れました。

⇒職業は会社員が4割、次いで高校生が2割となっています。

⇒居住地は、7割が福島市内の方々となっています。

図 来訪者の居住地図 来訪者の職業等図 来訪者の年齢

■社会実験期間中、ほこみちに訪れた557人の方に回答頂きました。

10代〜30代
で全体の６割

７割が
福島市内

４割が
会社員

２割が
高校生
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（２）訪れた方々が普段、どのように吾妻通りを利用しているか

⇒吾妻通りの普段使いとしては、飲食、通勤・通学がそれぞれ約３割となっています。

⇒また、利用頻度としては、毎日が約２０％、週に数回、月に数回もそれぞれ約２０％程度と
なっています。

▼来訪者の普段の利用頻度▼来訪者の普段の利用目的

飲食、
通勤・通学で
それぞれ３割

飲食、
通勤・通学で
それぞれ３割

それぞれ
約２０％
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（３）社会実験を知った理由等

⇒友人・家族が約2割、ＳＮＳが２割弱となっています。

⇒訪れた理由は通勤通学途中とイベント目的で全体の５割です。

図 訪れた理由は図 実験を知ったきっかけ 図 訪れた人数

友人・家族
が約２割
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（４）福島駅前に休める場所があるかどうか

⇒少ないと思う意見が約5割を占めました。

（５）ベンチ等の環境施設の効果等について

⇒ベンチ等が快適とする意見は約7割
⇒ほこみちが環境等に良い影響を与えたと思う方は約8割
で、ベンチ等が良い影響を与えたと思われます。

図 福島駅前に楽しんだり休んだ
りできる場所があるかどうか

図歩道に設置されたベンチ
等の快適性

図 社会実験が周辺の景観等に
どのような影響を与えたか

施設名 回答数

トイレ 14

ゴミ箱 11

遊び場 25

日よけ 12

広場等 12

お店 10

少ないと思う
意見が約５割

ベンチ等が快
適が約７割

影響を与えたと
思うのが約８割

表 他にあったら良い施設
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（６）吾妻通りへの関心の高まり

⇒社会実験により、吾妻通りへの関心が約８割の方で高まりました。

（７）社会実験の改善点について

⇒社会実験に対して、空間利用やイベント、広報、そして、自転車の通行方法やベンチの安全性
など多くの視点を頂きました。

図 吾妻通りへの関心の高まり 表 改善して欲しい主なポイント

空間利用

・屋根があるとより快適だと思った。

・もっと机・椅子が欲しい。

・お手洗いがあれば滞在時間が増えそうです。

・子供と遊べる場所が欲しい。

・BGM、花、があると楽しそう♪

・もう少しおしゃれに。規制のコーンや看板をおしゃれにして欲しい。

イベント・
店舗関連

・常時、開催されているイベントがあれば良い。出店数が足りない。

・隣接する店の協力（日中、ほとんど営業していない）。

・地元のお店ともっとつながりのあるといい。

宣伝・広報
・もっと宣伝、アピールが欲しい。

・道の端と端に、こんなコト（ほこみち）やってますよをアピール。

道路等の利便性
・道路を通行止めしてもよいと思う。

・自転車の通路が無くなっていて、自転車利用者が不便そうだった。

安全性への配慮
・ベンチとか車側に座るのが怖い。

・安全面の強化。歩道の十分な幅確保。

関心が高まっ
た方は約８割
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（８）今後の展望について

⇒ほこみちを継続して欲しいという意見が約8割です。
⇒自由意見
・取組みを評価する意見が約７割となっています。
・その他、改善することや問題点を指摘する貴重な意見
を頂きました。

図 ほこみち継続の希望

図 自由意見の分類
・通りにベンチやハンモックがあるのがとても新鮮で楽しい。

・街なかにこういう場所はないので凄くありがたいです。

・普段歩く道とは違って面白い企画だと思いました。

・継続することでもっと認知度が向上すると思います。

・市民へのPRをもっと早めに、広くした方が良い。

・月一でいいからやってみても良いと思います。

・歩行者と自転車通行への配慮が必要。

・車が多い所の脇なので、子どもさんいるときの安全面が
不安。

・このイベントではかえってマイナスなイメージ。

評価、応
援等の意
見

改善、問
題点等
の意見

否定的
の意見

主
な
自
由
意
見

継続希望が
約8割

評価者が
約７割
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さんかくストリート
いかがでしたか？？

東北電力様駐車場
空間の使い方

セントランドビル様
空間の使い方

番 外 編 ～ Ｉ ｎ ｓ ｔ ａ ｇ ｒ ａ ｍ に よ る ア ン ケ ー ト

約８割から好評
約７割から好評 約５割から好評
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2-4-⑤沿道事業者意識調査

（１）沿道事業者の事業形態は

⇒回答頂いた20社の内、18社が飲食業、２社が
その他（小売業1社、サービス業1社）でした。
営業時間も５５％が夜のみの営業で、昼間に開
けている店舗は35％、7店のみでした。

■沿道事業者24社を対象に実施、20社から回答を頂きました。（回答率83％）

店 割合

飲食業 18店 90%

その他 2店 10%

合計 20店 100%

店 割合

午後～夕方 1店 5%

夜のみ 11店 55%

昼～夜 7店 35%

無回答 1店 5%

合計 20 100%

▼業種 ▼営業時間

（２）社会実験の効果は

⇒回答者の多くは変化がなかったという回答ですが、約2～３割の店舗では効果が窺えました。

図 来客数の変化 図 売上への影響 図 店舗への効果

来客数増加
が2割

店舗への良い
効果が3割

売上増加
が3割
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（３）社会実験による交通への影響等

⇒平日の人流の変化を5割の店舗が実感、交通規制は影響無しの回答が6割です。

⇒空間の改善点では、自転車規制の安全施設の影響や照明の問題等を指摘頂きました。

▼空間の改善点

・ごみ無、思ったより良かった！

・ゴミ増えた （空き缶、たばこ等、喫煙所にごみが増えた）。

・黄色黒のバーが工事中に見える！

・照明がなく、暗いことに気づいた。

・椅子の案内看板が必要。

（座っていいのか迷っている人がいた。）

▼営業にプラスになる イベントは？

〇仕掛け
・音楽 ・灯り ・軽食 ・競合しないアルコール
・さんかく広場を活用したイベント
〇時期
・暖かい時期 ・果物のある秋
〇情報・広報
・ほこみちの周知 ・情報発信の徹底
〇その他
・継続しないとダメ！ ・文化通りとの連携 など

図 平日の人の流れの変化

図 交通規制の影響

人流の変化を
感じたのが5割

交通規制の影
響なしが6割
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（４）ほこみち指定の希望

⇒ほこみちの指定を6割の事業者が希望です。

⇒継続に必要なこととして体制づくり等への意見が多く寄せられました。

さらに、12店舗のうち
10店舗は、道路空間を
使ってみたいと回答

〇体制関連
・まとまった組織
・横のつながり、長屋ビルとの連携
・ルールづくり（私物化しない、管理方法）
・テナント、オーナーとの話し合い

〇費用面
・補助金 ・イベント費用への出資

〇空間面
・照明の確保 ・ベンチ等の常設化
・夜市のような活用

図 ほこみち指定の希望

▼継続で必要なこと
〇交通規制について
・通行止めでなくても「規制」があるだけで交通量は減る。
・土日は車で飲みに来る人も多い、交通量減=売上減。
・交通規制について、配送がやりにくかった。

〇情報発信等について
・告知が遅すぎる、周知が足りなかった。

〇イベントや空間づくりについて
・自分の店の前で他の飲食店が出店するのは嫌。
・駅前通りと吾妻通りでイベントをすると人が分散する。
・机、椅子をもっとおしゃれに！
（倒れている時は粗大ゴミかと思った）

・月１，２位くらいの売り上げとなった。オープンテラスだけ
で3回転くらい。
・やらないよりは、やったほうがいい。もっと沿線を巻き込
んで！
・オープンテラスに座っている人は結構いた。
・「当たり前」になると、使う人が出てくると思う。
・しれっとまずやってみて、良いことがあるとわかれば、周
りから声が掛かってくる。

積極的な意見

▼取り組みに向けた主な自由意見

問題の指摘
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2-4-⑥出店者満足度調査

（１）今回の社会実験の満足度は

⇒5社が参加して良かったと回答！ 改善点としては、宣伝の強化や事業者調整が必要

〇次の参加意欲 ・6社とも参加希望
（実施したい時期 春：6社 夏：2社 秋：3社 冬：1社）

〇欲しい施設 ・電源、水道

・宣伝が弱い事もあってあまり人が来たとは言えない。
・電源がない。
・出店者の調整がないので内容がモロ被り。

▼次回の参加意欲と必要な設備

■出店者15社中を対象に実施、６社から回答を頂きました。（回答率40％）

表 出店者の満足度

（２）今後の参加意向

⇒回答した６社全者が今後も参加を希望

・天気も良くベンチ利用者が広場で食事しながら楽しそうにしていた。
・普段とは違う雰囲気でやれたのは楽しかったです。
・出店費がかからないのは嬉しいです。
・テーブルやベンチ等があり、ゆっくり食事をしたり、ランチタイム以
外での休憩にドリンクを飲んだり、色々な形でゆっくり休憩する事
が出来る。

参加して良
かった点

項目 回答数

良かった 5社

普通 1社

悪かった 0社
改善した方
が良い点
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2-4-⑦協賛企業意識調査

〇協賛の理由と今後の参加意向
⇒協賛のきっかけは、街への恩返しや、活性化への想いなど。
⇒今後の参加意向は4社とも「事業の時期や会社の状況により検討」となった。

〇今回の協賛理由

・福島市で長年、仕事をしており恩返しする機会があれ
ばと考えていたから！

・駅前が少しでも明るく活気がある街並みにもどれるよ
うにとの想いから！

■協賛企業10社中を対象に実施、4社から回答を頂きました。（回答率40％）

〇今後の参加意向

・4社とも「事業の時期や会社の状況により検討したい」
という意見を頂きました。

〇改善点等

・福島市には、NHK福島支局やＦＴＶ、ＴＵＦの社屋がある
のでイベント情報を発信して頂けるよう協力を得ればも
う少し、市民の皆様へ情報が行き渡り人出も多くなり盛
況になったのでは。



・こどもがもっと絵本を読みたくなるような「読み聞かせのコツ」を伝えるプチ
講座やお家で余っている絵本の表紙でペーパーバッグづくりなどのワーク
ショップもやってみたいです。

・東口再開発フードホールにて検討しているモバイルオーダーシステムを吾妻
通りで一時的・実験的に導入してみて、沿道飲食店からの反応や指摘されて
いる課題点の改善につなげたい。

・路上でDJが音楽をかけるというのがメンバーの中で好評だった。またやり
たいという声があがったため。

・今回のバルーンフラワーとかアートプロジェクトとか、自由度のある企画で
あれば、また楽しんで参画できそうだなと感じた。

2-5-⑧企画運営チーム意識調査

（１）引き続き取組みに参加したいですか

⇒回答者６名中4名（約７割）が参加を希望！

①費用について
・交通費等があると助かる。

②実施体制
・企業への委託や学生のインターン等持続可能な体制が必要
・様々な団体等が運営として入ることも必要
・横の繋がりの確保 ・時間をかけた準備、市民の応援を頂く体制づくり

③実施方法
・情報共有の改善 ・企業の実験の場としての活用 ・大々的な告知の実施

■参加者２３名を対象に実施、6名から回答を頂きました。（回答率26％）

図 今後の参加意向

（２）主な改善点

項目 回答数

参加したい 4人

分からない 2人

参加しない 0人

新
た
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と

44



・イベントを開催するにあたり市からの補助金があれば検討したい。

また、ほこみちでイベントがある際は事前通知で参加者を募っていただきたい。

・イベントを行うにあたって簡単な補助金の申請方法のサポート、広報活動の援助等。

・市からの広報支援等が必要。出店条件を確認後検討したい。

・確実に取りまとめをしてくれる中間支援組織・団体。人を誘導するための仕掛け。

・お客様の声と出店側からの希望として、雨の場合の常備テント・トイレの確保があった。

・電気設備や発電機の安価レンタルがあるとよりありがたい。

2-5-⑨フィールド魅力度調査

（１）取組みに参加したいですか

⇒回答頂いた7社中4社は参加、3社も参加を検討

・生演奏での演舞につきステージでも沿道でも自由な演舞ができます。控え室の用意があれば助かります。

・現状の歩道は広いので、椅子、テーブルを置いてのほこみち制度を活用するのは良いと思う。

・参加店舗の数にもよるが、キッチンカーは道路側、テント出店は、広場利用の方が良いかと思う。

・行政の行っている街なかの施策（パークアンドライド、シェアサイクル、公式LINE）との効果的な連携が必要。

・街なかの賑わいにおいて、素晴らしい事業ですので活用方法について検討していきたいと思います。

・団体としてほこみち制度の活用方法が現状見いだせておりません。

■「街なか賑わい創出プロジェクト」参加団体等74社に実施、
7社から回答を頂きました。（回答率９％）

図 今後の参加意向

（２）自由意見

項目 回答数

参加したい 4社

検討したい 3社

ほこみち制度を推進するうえで必要な支援
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2-6-⑩SNSの閲覧状況等

（１）フォロワーの反応（ インスタグラム）

⇒フォロワー数はゼロから６３０に成長し、総閲覧数は約8万件と
なりました。

指標 数値

総閲覧数 79,563

リーチしたアカウ
ント総数

47,924

いいね
総数

2,653

保存
総数

53

フォロワー
割合

54.1%

フォロワー外の
割合

45.9%

ホーム閲覧数
総数

22,519

プロフィール
閲覧数総数

41,656

ハッシュタグ
総数

69

2024年8月24日～12月16日までの集計

※いいね・保存・シェアの合算

46

社会実験開催期間の
４～5日前（10/15
頃）からエンゲージメ
ント率が伸び始め
23日・24日の週末
イベントの告知など
にピークがあること
がわかります



47

（２）リーチ・閲覧数が多い投稿ベスト３

⇒プレゼントやイベント詳細に関連する投稿は、関心を集めやすく、シェア・拡散されて
いる。

▲10月11日
「カレーパンプレゼント」: 2800

▲10月24日
「ほこみちおはなしランド」: 2639

▲10月10日
「さんかくストリート開催、詳細」: 2337
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▲ 10月23日
「コラボメニューわたなべ鮮魚店」: 161

▲ 10月22日
「出店情報５店舗」: 127

▲ 10月21日
「ご来場ありがとう１」: 118

（３）エンゲージメント（いいね・保存・シェアの合算）が多い投稿ベスト３

⇒具体的な取り組みや出店情報、感謝の投稿がエンゲージメントを得やすい
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３．まとめ
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3-1社会実験の効果

■効果

⇒約8割の来訪者がほこみちの継続を希望、沿道事業者の６割からも継続を希望

図 来訪者のほこみち
継続の希望

・道路空間にベンチやハンモックがあるのがとても新鮮で楽しい。
・街なかにこういう場所はないので凄くありがたいです。
・普段歩く道とは違って面白い企画だと思いました。

・継続することでもっと認知度が向上すると思います。
・市民へのPRをもっと早めに、広くした方が良い。
・月一でいいからやってみても良いと思います。
・歩行者と自転車通行への配慮が必要

評価、応援
等の意見

改善、問
題点等の
意見

※来訪者からの自由意見では、一部否定的な意見がありますが、多く
の方から高評価を頂き、継続して欲しいとの意見を頂きました。

図 沿道事業者のほこ
みち指定の希望

※事業内容の説明不足等から、事業への課題も窺えましたが、比較的
多くの事業者から、まずやってみようという意見がありました。

・やらないよりは、やったほうがいい。もっと沿線を巻き込んで！
・「当たり前」になると、使う人が出てくると思う。
・まずやってみて、良いことがわかれば、周りから声が掛かってくる。

積極的な
意見

問題点の
指摘

継続希望
が約８割

継続希望
が約6割

交通規制 ・通行止めでなくても「規制」があるだけで交通量は減る。
・交通規制について、配送がやりにくかった。

情報発信
（広報）

・告知が遅すぎる、周知が足りなかった

イベント
等

・自分の店の前で他の飲食店が出店するのは嫌。
・駅前通りと吾妻通りでイベントをすると人が分散する
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3-2社会実験の課題

〇自転車専用通行帯を利用したことから、今後、車
道部における自転車利用帯の確保等、自転車の利
便性・安全性確保に向けた道路空間の見直しが必
要である。

車道の一部規制による自動車交通へ
の影響は小さい

歩道利用では、自転車の利便性や安
全性確保が必要

自動車交通

歩行者・自転
車交通

交通規制における課題

①交通規制 ： 歩行者・自転車と自動車交通の利便性や安全性の改善が必要

②生業向上：沿道商業者との連携と波及効果の拡大

■３つの視点からの課題

⇒交通規制： 歩行者・自転車と自動車交通の利便性や安全性の改善が必要

⇒生業向上： 沿道商業者との連携と波及効果の拡大

⇒運営強化： 継続的な取り組みに向けた持続可能な体制づくり

〇取組み効果が必ずしも事業者への直接的な効果
として波及しなかったことから、事業者との連携
や情報発信（広報）の強化等が求められる。

・一部の事業者で売上が増加
・大半は売上拡大への効果が無し

・日常の人の流れは約５割の事業者が
変化したと実感

売上への効果

沿道の人流へ
の効果

生業向上における課題
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〇受け皿となる組織が必要
吾妻通り会の賛助会や雑居ビル座談会など
のような準備会の取り組みを後押しする受け
皿の組織が求められる。

〇企業や応援団の巻き込み
企業や応援団と継続的に連携することで、

SMＡLLスタートの実現。

・持続可能な体制づくり ・様々な団体等の参加
・横の繋がりの確保 ・時間をかけた準備
・ディレクターや広報の予算確保（期間限定）

〇沿道商業者の特性
・飲食店が中心（夜のみ営業が多い）
〇取り組みに向けた意向
・まとまった組織が必要 ・横のつながりが重要
・ルールづくり ・他の通りとの連携も必要

企画運営チーム

沿道商業者の意見

③運営強化： 継続的な取り組みに向けた持続可能な体制づくり

〇関心度
・回答頂いた団体が74社中７社と低い

〇組織体制等
・中間支援組織の参加
・広報活動等の支援 ・他の取組みとの連携

街なか賑わい創出プロジェクト

・設立して４年
・建物オーナーが中心

吾妻通りの会 運営強化における課題

[現状]

[団体等意見]

〇サポート体制の構築
吾妻通りの会は設立期間が短く、また参加者
が限られていることから、取り組み主体として、
組織力が不足している状況である。
今後、参加者の拡大、サポート体制等の強化
が必要不可欠である。

〇ディレクターが必要性
関係者の連携を支援したり、事業の方向付け
を取りまとめるような「道筋」をつける役割を
担う専門性が強い人材の確保が求められる。
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3-3継続的な取り組みに向けた進め方

吾
妻
通
り
の
会
（
梨
の
木
）

1

2

3

1
2

3

交通規制における課題（道路空間の見直し）
・車道部の自転車通行帯の確保
・自転車の利便性/安全性の確保

生業向上における課題
・事業者間の連携
・情報発信（広報）の強化

運営強化における課題
●参画者の拡大、サポート体制の強化
・参画したい方の後押しする受け皿
・企業や応援団と連携する
●ディレクター人材の育成や発掘

社会実験から見えた課題の実

方針1：社会実験から得られた課題の解決

⇒3つの課題解決に向けて自ら行動を起こし、１つ１つ解決することができるように

「さんかくストリート▲▲▲会」と市が連携して取り組む。
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方針2：機運が高まったこの好機を逃すことなく、まず、できるところから実施する
“ＳＭＡＬＬ社会実験”。

⇒継続性を重視し、すぐにできる取り組み等から始め、段階的に取り組みを拡大していく。

・直ぐにできる取り組みの実施。（例）音楽や花植え等の環境改善、広報活動の拡大等

・関係団体と連携した民間による小さな社会実験の実施。

▲ほこみち社会実験

△○○○〇
△○○○○
△○○○○

△○○○○
△○○○○
△○○○○

“SMALL社会実験”

△交通規制における課題
△生業向上における課題
△運営強化における課題

・大学等と連携した取り組みのチャレンジ
・環境施設等のデザイン改善
・小規模なイベント等の実施

▲道路空間の活用
・憩いを与える環境づくり
・日常から非日常の
グラデーションイベントづくり

年次を追うごとに
仲間が増える！

さんかくストリートの
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3-4体制づくり

■体制の考え方

⇒自立・自走に向けて、沿道事業者等の参加・連携、さらに応援団等の支援拡大を図ることが必要。

・吾妻通りの会に新規の賛助会員を募り、ディレクターによるつながりを持った沿道事業者と

の連携。

・大学等の関係団体と連携した取り組みの企画・運営の実施

・事業推進のサポート強化に向け、様々な関係者による応援団の拡大

サポート

協賛企業

プレイヤー
企画運営チーム

応援団

商工会議所
青年会議所

まちづくり会社
福島社交飲食業組合

キ ッ チ ン カ ー 、 マ ル シ ェ

道 路 交 通 へ の 影 響

協 賛 物 、 協 賛 金

ま ち づ く り の 連 携

クラウド
ファンディング

市
警察関係者
交通事業者

さんかくストリート
▲▲▲▲会

（沿道事業者+α）
＋

吾妻通りの会
（オーナー）

①アサヒ通信（株）
②パーキングトーホー（ワールドサマール）
③ひかりビル
④吾妻ビル（芭蕉堂）
⑤タバコショップ大野屋
⑥東北電力ネットワーク

（株）福島電力センター
⑦佐平ビル
⑧サモン館（信夫木材通商）
⑨おさらぎビル（タカラ通商）

大 学 と 連 携大学

デ ィ レ ク タ ー
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3-5全体スキーム（案）

①
体制
づくり

吾妻通りの会
沿道事業者の参画
（賛助会員等）

大学等との連携

②
できると
ころから
実施

SMALL社会実験

取組み主体の組織化

参
画

連
携

協
力

勉強会等
の実施

SMALL社会実験

取
組
み
結
果
の
反
映

取
組
み
結
果
の
反
映

取
組
み
結
果
の
反
映

SMALL社会実験

■今後の進め方

来訪者、沿道事業者のアンケートや企画運営チームの意見等から、今後の進め方における重要
なポイントとして体制づくりと、できるところから行う取り組みがまとめられました。

①継続的な取り組みに向けた体制づくり

②まず、できるところから実施する、“ＳＭＡＬＬ社会実験”の繰り返しによる取り組みの浸透
と拡大

スキーム
方針

拡大

拡大

様々な主体・関係者等


